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　企業においては，市場やニーズの変化に即応した活動が必要であり，個々人がばらば
らに所有している様々な知識を企業の構成員間で共有し活用することが課題となってい
る。このように人が知識をうまく活用すること（ナレッジマネジメント）は，究極は人の
知的能力の問題であるが，人が知的能力を最大限に発揮するために，情報システムによ
り支援できる部分も多い。
　人が知識を活用するためには，知的活動の個々のプロセスの中で，多くの情報の中か
ら必要な情報を見つけ出して，付加価値を与えたり，人とのコミュニケーションにおい
て，新たな知識を創造することが重要である。この中で，多くの情報の中から必要な情
報を見つけ出すことが中心課題である。
　本稿では，ナレッジマネジメントを支援する技術の中で，基盤となる文書処理に焦点を
絞り，情報検索，要約，情報抽出，分析などの技術について，研究例を交えて紹介する｡
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Abstract

ナレッジマネジメントを支える文書処理技術

Society is becoming more complex, and various new types of communication and processing have
become essential.  As a result, it has become more important for us to share and use our knowledge
effectively.  It is especially important for corporations to respond quickly to changes in the market and
users’ needs.  Knowledge possessed by individuals should be shared between members of corporations
and used.  Such knowledge sharing and use is called knowledge management, and its success depends
on the intellectual capabilities of individuals.  These capabilities can be more fully exploited by using
information processing systems that support the various aspects of knowledge management.
Obtaining and using knowledge often involves sifting through a large amount of unneeded information

and then, after obtaining the needed information, adding new value to it through many intellectual
processes.  It is also important to create new knowledge during personal communication.  The most
basic of these activities is finding information from among a large amount of unneeded information.
In this paper, we mainly explain document processing, which is a basic technology for supporting

knowledge management.  We introduce information retrieval, summarization, extraction, and analysis
technologies and various examples of research into these technologies.
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ま　え　が　き

　社会が複雑になり，多様な対応が必要になってくるに

つれ，個々の人々が経験的に獲得してきた知識をお互い

に共有し，活用することが重要になってきた。そのた

め，知識をうまく活用するための枠組みとして，ナレッ

ジマネジメント（以下，KM）が，多くの分野において注目

されている。

　とくに企業においては，変化の速い市場やニーズに即

応した活動なくしては，持続的な発展を続けることが難

しくなってきている。そのため，企業が所有している

様々な知識を企業の構成員が共有し活用することによ

り，知的生産性を向上させることが至上の課題となって

いる。

　KMは，人の知的能力の問題であるが，人が知的能力を

最大限に発揮できるようにするために，情報システムが

支援できる部分は大きい。

　本稿ではKMを支援する技術として，その基盤となる文

書処理技術に焦点をあて，情報検索，要約，情報抽出，

分析などの研究開発技術について紹介する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○KMを支援する技術

　KMを支援するシステムには，大きく分類して，つぎの

３種類のことが要請される。

（1）　大量の情報からの知識発見支援

　多くの場合，求める知識は，新聞記事データベースや

企業内の情報格納庫（Webなど）のような大量の情報の中

に埋もれている。したがって，大量の情報の中から，利

用者の欲しい知識を容易に見つけ出すことを支援する必

要がある。

（2）　業務プロセスに沿った支援

　ある業務を考えると，その業務の特定のステップで必

要とされる知識は，一般的な知識ではなく，かなり限定

されたものである。したがって，その業務プロセスを分

析し，各ステップで必要とされる知識の種類をそのス

テップに関連付けておけば，すべての情報を一括して蓄

積する場合に比べて，知識の利用や生成が容易になる。

（3）　コミュニケーションの支援

　大量に存在する情報から，有効な情報を見出し，いく

つかの情報を組み合わせるなどして，情報を知識として

活用するのは，最終的には人である。人と人とのコミュ

ニケーションは，新しい知識を生み出す契機となる。し

たがって，ネットワーク上にコミュニケーションの場を

提供するなど，コミュニケーションを支援することが重

要である。

　さて，企業内やグループ内で知識を共有し，それを有

効に活用するためには，上記３種類の要請の中で，ま

ず，（1）項がKMを支援するシステムの基盤となる。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○文書処理技術

●　情報検索

　KMでは，企業内やグループ内に蓄積された大量の文書

を利用するため，まず第一に，大量の文書の中から，利

用者の欲する情報が含まれた文書を高速に検索できるこ

とが重要である。著者らは，すでに大容量情報全文検索

エンジンTerass(1)を開発し，InfoNavigatorなどの商用検索

サービスの中でも用いている。

　ところで，検索語を指定することにより，利用者の欲

しい文書を大量の文書の中から検索する場合，検索語が

適切でないと，大量の文書が検索され，その中から利用

者が本当に欲しい文書を取り出すのは，非常に骨が折れ

る。また，一般の人にとって，適切な検索語を思いつく

のも容易なことではない。

　これを解決するため，インターネットなどにおいて

は，利用者が，用意されたディレクトリをクリックして

いくだけで，目的の文書にたどり着ける文書ディレクト

リを備えているものもある。しかし，一般に，文書ディ

レクトリは人手で構築されているため，維持コストが非

常に大きい。そこで，ディレクトリの半自動構築システ

図-1　ディレクトリの画面表示例
Fig.1-Screen image example of document directory.
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(2)ムWINDを開発した。

　このシステムでは，まず，相関ルールの手法を用い

て，キーワード集合間の階層・連想関係を抽出する。つ

ぎに，キーワード集合に対して，階層・連想関係に基づ

くリンクを張ることで，文書ディレクトリを自動生成し

ている。

　社内イントラネットの約27万URLに適用し，約２万

ノードのディレクトリを生成した。生成されたディレク

トリの画面例を図-１に示す。この画面では，検索範囲を広

げる上位キーワード，検索範囲を狭める下位キーワード

やブラウジングを支援するための連想キーワードが表示

されている。

●　要約

　情報検索では，利用者の欲しい情報を含んだ文書の候

補を取り出すことはできるが，その文書の中に，利用者

が欲しい情報が含まれているかどうかは分からない。し

たがって，長大な文書の中に，利用者の欲しい情報が含

まれているかどうかを容易に見分けられるように，長大
(3)な文書を要約する技術の研究開発を進めている。

　本技術では，

（1） 文書中から，すべての語彙を抽出

（2） 同一語彙の繰り返しを基に定義した「結束度」を算

出することにより主要な話題を抽出

（3） 各話題のまとまりから重要語を抽出し，文章の重要

箇所を推定

（4） 文章の重要箇所から主要な文を抜粋

という手順で，要約を作成している。図-２は，全体で81

ページの文書（右側）を本手法により，１ページに要約（左

側）した例である。

●　情報抽出

　要約よりさらに簡潔な形で必要な情報を文書中から取

り出すのが，情報抽出である。

　利用者の欲しい情報が，ある一つの文書中に含まれて

いるのではなく，複数の文書を調べて初めて得られる場

合などに，情報抽出は有効である。

　情報抽出の例を図-３に示す。この例は，新聞記事の中

から，焼酎の製品に関する情報を抽出したものであり，

どんな銘柄の焼酎が，どこから，いくらで発売されてい

るかなどの情報を一覧することができる。

　技術としては，あらかじめ特定の事象（新製品発売な

ど）を表現する文章のパターンを抽出しておき，これを新

たな文書に適用することにより，特定の事象を自動的に
(4)抽出している。

　この技術は，商用のデータベースサービス（ジー・サー

チ）で実際に用いられている。

●　分析

　自由回答形式のアンケート調査のような大量の文書を

有効に利用するためには，そこに書かれている内容を自

動的に分析し，利用者に分かりやすい形で提示する必要

がある。

　HIPS(5)は，このような目的のために研究開発を進めて

いるもので，情報（単語，文書）間の関連性を抽出する

Keyword Associatorと，関連情報の視覚的操作環境である

D-ABDUCTORから構成される。

　Keyword Associatorは，単語の出現頻度を基に，単語や

文書間の関連度を計算する。D-ABDUCTORは，様々なグ

ラフの自動描画機能を備えており，Keyword Associatorが

計算した単語間の関連度に従って，単語や文書の分布を

ビジュアルに表現する。

　図-４は，パソコンに関するアンケート結果を分析・表

示したものである。上下左右の４点に，それぞれ「デス

図-2　要約の例（左側：要約，右側：原文）
Fig.2-Example of summarization.

図-3　情報抽出の例
Fig.3-Example of information extraction.
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クトップタイプ」「ノートタイプ」「男」「女」という単語

を配置したとき，ほかの単語がどのような位置（関係）に

あるかを示している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○む　　す　　び

　本稿では，KMを支援するシステムの基盤となる文書処

理技術について，研究例を交え紹介した。

　情報に付加価値を見出し，知識として活用するのは，

最終的には人である。しかし，情報システムによってKM

を支援できる部分は，まだまだ残されている。人が「創造

性」や「高付加価値化」などの「知的生産性」を向上させる

ことを支援するため，今後も研究開発に取り組んでいく。

図-4　HIPSによる分析例
Fig.4-Example of analysis by HIPS.
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